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回 日程 講義内容 講師

１ 10/ 15
観光政策の現状と解決すべき課題
／オリエンテーション

本学公共政策大学院客員教授 同特任准教授
篠原康弘 三重野真代

２ 10/22 インバウンド誘致と観光地域づくりの実践
観光を活用した持続可能な地域づくりの実現に向けて

岐阜県高山市長
田中明氏

３ 10/29 世界から信頼される観光地
ー SDGｓ未来都市ニセコ町の実践 ー

ニセコ町長
片山 健也 氏

４ 11/5 観光産業と観光地域づくりの実践 株式会社西村屋代表取締役社長
西村 総一郎 氏

５ 11/12 官民共創と観光地域づくりの実践 （一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー会長
多田稔子氏

６ 11/ 19 観光市場分析と観光地域づくりの実践 （公社）京都市観光協会DMO企画・マーケティング統括官
堀江卓矢氏

７ 11/26 誰もが参加できる観光の実践
バリアフリー観光から始まるまちづくり、ひとづくり

伊勢志摩バリアフリーツアーセンター事務局長
野口あゆみ氏

８ 12/3 中間ディスカッション 本学公共政策大学院客員教授 同特任准教授
篠原康弘 三重野真代

９ 12/10
付加価値・ホスピタリティの高い観光
の実践

WEFT Hospitality代表
 横山健一郎氏

10 12/ 17
地域・観光事業者の持続的な発展に向けた
ビジネスの実践

株式会社JTB取締役常務執行役員エリアソリューション事業部長
森口浩紀氏

11 12/24 スタートアップによる観光ビジネスの実践 株式会社羅針盤代表取締役
佐々木文人氏

12 1/7 農業と連携した観光地域づくりの実践 ※京都府宇治市・和束町 現地視察

13 1/14 観光政策当事者との対話 国土交通省国土交通審議官
水嶋智氏

問合せ先: mieno@g.ecc.u-tokyo.ac.jp ※講義日程・内容は変更になる場合があります。

■講義時間： 火曜３限 13：00～14：45 
■場 所： 本郷キャンパス国際学術総合研究棟４階講義室B（対面授業）

 ■担当教員： 公共政策大学院篠原客員教授、三重野特任准教授、大橋教授
観光は、インバウンドや国内交流の拡大を通じて、我が国経済を牽引する新たな成長分野である。また、観光は、多様な関係者の取

組で成り立っており、その波及分野の広さ、波及効果の大きさから、地域活性化・地方創生の推進役としても期待されている。一方で、
コロナ後の観光需要の変化への対応や、観光と地域社会の共存などの課題も生じてきており、これらの課題に適切に対応しつつ、持続
可能な形で観光を発展させていくことが求められている。
実践編では、基礎編における観光・観光政策についての理論的観点からの理解を踏まえ、自治体・DMOによる観光戦略・観光地域経

営の事例や、観光産業による多様な観光需要に対応した事業展開の事例を取り上げ、観光政策を実践するうえでの課題や、関係者の観
光政策に対する問題意識等を把握し、実践的な観点から、観光政策に求められる方向性や配慮すべき事項等について、考察を深める。
※本科目は「科学技術イノベーション政策の科学 (ＳＴＩＧ) 」教育プログラム選択科目及び後期教養科目です。

観光政策Ⅱ（実践編）
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